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同士の慰め

　
　

　ドラゴンクエスト 10は、４人でパーティーを組んで戦うゲームである。　
　４人のうち自分だけが、人が操作して、３人は AIが動かしているパーティーをソロと
呼ぶ。
　４人のうち死んだ仲間をいき返す職業は大概一人だ。
　
　
　特に万魔と呼ばれる、一戦最大 10分のミニゲームは、自分が操作するキャラクターだ
けが道具で死者を生き返らせられる。
　つまり、回復職 AIか、自分が生きていれば勝てる。
　なのにめったに成功しない即死技で回復 AIと自分が同時に死んだ。
　
　
　生き残った AIのうち一人は体力を回復できる。しかし残り３分にはラスボスもでて
くる。
　状況は絶望的だ。
　あきらめて仲間を逃がしたらゲームオーバになる。
　しかし７分もたたがって諦めがつかない。
　削られていく HPに、心を痛めながら、全滅するまで呆然と眺める。
　あーあ。
　
　
　この悲しみは、同じゲームをしている娘ならわかってくれるはず。
「そりゃ不運だね」
　予想通りの返事に癒される。
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はじめてのディズニーランド

　

　娘が幼児のころ、ディズニーランドに行った。
　本人の強い希望。　
　誕生日プレゼント。
　
　
　親子３人で東京から千葉まで電車を乗り継いで出かける。
　
　
　初めにダンボに乗り、娘の傘を、わたしが忘れる。
　そのあとずっと娘に言われる。
　楽しいはずなのにちょっぴり悲しくなる。
　
　
　ついに娘の念願のミッキーの家につく。
　
　
　小雨降るなか、長い行列に並ぶ。
　娘はパパの抱っこポーチに乗ってぐっすり寝ている。
　暇潰しにわたしがほぼ一人でずっと話している。
　夫が楽しいのか、楽しくないのか、よく分からず、だんだん悲しい気持ちになる。
　
　

　雨があがる頃、娘が目を覚ます。
　ちょうどよく私たちの番がくる。
　
　
　中に入るといろんなものが飾られていた。
　ほかのお客さんは先に入ってしまったのに、娘は洗濯機の前から動かない。　
　踊って浮かれている。
　楽しいポイントここなの！？ 　
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　娘をせかして、やっとミッキーの部屋に入る。　
　
　
　ドン！
　いきなりミッキーに突撃された。
　なぜなのミッキー. . . . . .。
　悲しい気持ちで周りを見てたら、娘にミッキーがチューしてる。
　は！
　今のはキス！？
　
　
　女子限定らしく、パパにはしない。
　気をよくしたわたしは、撮影した写真を購入した。
　
　
　家についてから、何が一番楽しかったか娘に聞く。
「ミッキーも洗濯するところ！」
　やっぱりそこか！
　
　
　わたしはミッキーのチューは固くて冷たいことが一番おもしろかった。　
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